






「だし」の重要な材料の一つである昆布について、和食会議奥井
理事（株式会社奥井海生堂代表取締役）による出前授業が
行われました。

●10メートルの昆布に園児はびっくり！
園児と保護者に向けて、和食の授業が開催されました。4大昆布を見て触れて、
匂いを体験しました。特に10メートルの昆布には、園児から歓声が上がり
ました。昆布だしの試飲では、かつお節を口に含み、その後昆布だしを口に
して飲むことで、うま味の相乗効果を体験し授業が終了しました。

●昆布の歴史と地域の関わりを学ぶ
昆布の説明や北海道産昆布の種類、産地、そして
昆布の歴史を学び、地元の敦賀市が深く関わって
いたことに児童も興味を示しました。昆布とかつお節
の合わせだしの試飲では、うま味の相乗効果を体験
しました。　

大学で教鞭をとる福留奈美さんを講師に迎え、「だしの教室」が行われました。
　
●体験を通じて、子どもたちから様 な々感想をいただきました。
「だしのうま味が分かりました」、「日本のだしは、やさしい味だと思いました。
だから、飲んだ瞬間に心がほっこりするんだなと思いました」「塩の量が同じでも、
だしのうま味が加わるだけで、味がすごく変わることが分かりました」

農林水産省、新宿区教育委員会、三信化工株式会社の協力を得て、「だしで味
わう和食の日」の出前授業を実施しました。
授業のあとの給食の時間には、農林水産省　塩川食料産業局長と児童の代表に
よる「いただきます」のあと、和食器を使用した給食をいただきました。
　
●「いただきます」からはじまり「ごちそうさま」で終わる和食のかたち
和食会議後藤副会長の授業では、和食のクイズを取り入れながら、食事の前後に
感謝の気持ちを表す日本ならではの食習慣などを学びました。
　
●だしの香りとうま味に歓声
和食会議田島専務理事の授業では、昆布や鰹節、貝柱などを見て触れて味わいま
した。その後、全員で一番だしを味わいましたが、そのうま味に「おいしい！」と歓声が
あがり子どもたちの笑顔があふれました。
　
●和食器を使用した給食の献立
当日の献立「御飯」、「鮭の塩糀焼き」、「豚肉と
根菜の煮物」、「野菜の塩昆布和え」、「味噌
汁」、「牛乳」

大学で教鞭をとる露久保美夏さんを講師に迎え、体験を通じた和食文化を知る授業が行われました。
　
●日本人の伝統的な食文化を知ることや、うま味の体験による和食の特徴にふれる
前半は、ユネスコの無形文化遺産に登録された和食の特徴についてわかりやすく説明を受けました。
後半は、昆布とかつお節の吸い地（吸い物の汁）で「だし」のうま味を体験し、さらに味噌をお湯で
溶いた味噌汁とだしで溶いた味噌汁を飲み比べ、だしの重要性を体感しました。

一般社団法人大日本水産会の早武忠利さんを講師に迎え、「魚につい
て知ろう」の授業が行われました。
　
●鮮魚を触ったり、マグロの頭を見たりカツオの解剖を見学
児童の中には、鮮魚にはじめて触る児童もおり、貴重な体験ができました。
その後、カツオの解剖を見学し、昆布とかつお節でだしをとったうま味が感
じられるみそ汁を飲み満足気でした。

昆布の大きさに驚いたり、太巻き祭りずしに挑戦したり、感謝の気持ちを表す日本ならではの
食習慣などを学んだり、子どもたちは出前授業で初めてを体験しました。

和食給食を通じて、子どもたちが和食文化に
ふれる　津久戸小学校（東京都新宿区）

千葉県の郷土料理を継承する千葉伝統郷土料理研究会から杉﨑会長、峯岸
さん、櫻屋敷さんの3名を講師に迎え、「太巻き祭りずしの教室」が行われました。
　
●太巻き祭りずしの桃の花の文様に感動、食べてみると「おいしい！」
1年生から6年生までの混成チームで太巻き祭りずしに
挑戦しました。講師や保護者の方のサポートを受けな
がら真剣に取り組み、出来上がった太巻きずしを切り
分けるときれいな桃の花の文様が出来上がり、笑顔が
あふれました。食べてみると各班で「おいしい！」との声が
上がりました。
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児童や保護者に向けた魚の授業を開催
美浜北小学校（千葉県浦安市）

体験授業を通じて「和食とは何かを学ぶ」
小坪小学校（神奈川県横浜市）

郷土料理を学び、体験する
落合第六小学校（東京都新宿区）

市内2校で「だしについて知ろう」の
授業を開催
第二早翠幼稚園、中郷小学校（福井県敦賀市）

ユネスコの無形文化遺産に登録された和食の特徴を知る
妻南小学校（宮崎県西都市）

「出前授業」で、自然の恵みや和食の美味しさ、大切さを学びました。
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小・中学校、保育所等にご協力いただきたいこと

令和2年度より参加方法が　　つになりました

実施日は、11月24日（火）「和食の日」または、11月中の任意の1日

申し込み後、和食会議より「和食の日」ロゴ、
イラストデータ等をメールで提供

給食だよりや献立表等を作成し、
発信・配布、同時に和食会議あて提出

和食会議HPより取りまとめ表をダウンロードしていただき
参加校名、子どもの参加人数を取りまとめ表に入力

参加方法を選択し、和食会議事務局へメールでお申し込み
メール：info@washokujapan.jp

子ども用資料を参加する子ども
一人ひとりに配布する方法

11月上旬までにお取りまとめ部署宛へ
和食会議より資料または、ポスターを送付

お取りまとめ部署より各学校等へ
資料または、ポスターを配布

子ども用ポスターを学校または
教室に掲示する方法

「和食の日」ロゴ、イラストデータ等を活用し、
給食だよりや献立表等に使用し、配布する方法

子ども用ポスター掲示
（子ども用資料のA3版） 給食だより等の活用
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11 22 33子ども用資料配布

一般社団法人　和食文化国民会議 https : //washokujapan.jp
mail : info@washokujapan.jpTEL : 03-5817-4915　FAX : 03-5817-4916　

主催：和食文化国民会議　　後援：文部科学省　厚生労働省　農林水産省

「だしで味わう和食の日」令和2年度
「和食の日」に学校給食で和食の基本である「うま味」を郷土の味覚、だしで味わうことは食育基本法や学校給食法の
趣旨に則しつつ、ユネスコの求める日本人の伝統的な食文化の保護・継承の機運の醸成に貢献し、郷土の風土を学ぶ
ことにつながります。和食は、栄養バランスに優れており、和食の要である「だし」のうま味を活用することで満足感が
得られ適塩につながります。和食文化を大切にして日々の生活に活かすことは全ての世代の健康に寄与します。
ぜひ、この取り組みにご参加、ご協力ください。

●11月24日または、11月中の任意の1日の給食を和食
献立にしてください。

　●その中でだしが感じられる汁物等を提供してください。
（昆布・鰹節・煮干・その他各地域特有のだし材料等天
然素材の使用を推奨します）

■和食給食の提供
●和食会議が提供する資料を配布、またはポスター等を活用し、担任の先
生と子どもたちで「だし」、「和食」、「郷土料理や食材」を話題に楽しく会話
をしてください。

　●提供する資料は、裏面が保護者用になっています。子どもたちに持ち帰っ
てもらい、家庭でも和食文化や、和食が健康につながることを知るきっか
けとしてください。

■和食に関する指導の実施

※個別でお申し込みの場合は、パスワードを入力しHPの子ども用資料を
　ダウンロードして印刷をお願いします。

※先生用資料は、和食会議HPからダウンロードして
　いただきます。




